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1 3 1 0 0

1 3 : 3 0

1 6 : 1 5

齢 《》齢 《》齢 《》鞭 《増r
生活支援ネットワーク

ネットフォーラムのご案内

朝 離  東 京学芸大学附属特別支援学校長

後 援 東 久 留 米 市

伊藤 友彦

東京学芸大学附属特局」支援学校
東京都東久留米市氷川台1-6-1

受 付  (東 京学芸大学附属特別支援学校正面玄関)

4つ のフォーラムに分かれての情報提供および情報交換

終了

》韓 《》齢 《》齢 《>韓

一まなぷ ・くらす。みんなでささえる一

記

平成 19年 1 1月 1 0日 (上) 1 3 : 3 0～ 1 6 : 1 5

終了後に全体情報交換会を行います。
※茶菓代として300円 をお願いします。

( 1 6 : 3 0 ～ 1 7 : 3 0 )



内 容

今年度は全体テーマを 「まなぷ Ⅲくらす 。みんなできさえる」としました。就学準備期 (5歳

期)、学齢児童期 (9歳 期)、学齢思春期 (13歳 期)、青年成人期 (17歳 期)の 各ライフステ
ージにわかれて研修 ・情報交換会をし、ともに考えていきたいと思います。

1.就 学準備期ネットフォーラム

「就学にそなえ準備 しておきたいこと一Part2」

「就学に向けて準備しておきたいこと」として、就学支援に関わる先生方の取り組みについて話

題提供していただき、その現状や課題、改善点等について議論を深めていきたいと思つています。

【司会】                      【 情報提供】
渡逮貴裕 東 京学ま大学附属特別支援学校幼稚部   首 田文子  東 久留米市立わかくさ学園

【情報提供及び助音】                中 野圭祐  東 京学芸大学附魔幼稚園

2.学 齢児童期ネットフォーラム

rどうかわる小学校?一 地域生活支援の観点から一Part2」

今年度から小中学校でも本格的に特別支援教育がスター トしました。実践が進む中で見えてき

た成果や課題について共有し、その中で特別支援学校に期待される役割について皆さんと一緒に

考えたいと思います。

【司会】                      【 情報提供】

増澪貴宏 東 京学芸大学附属特別支援学校小学部   東 久留米市立第一小学校コーディネーター

【情報提供及び助言】                密 岡康― 東 京学芸大学附店特別支援学校小学部

田豊彦 東 京学芸大学特別支援科学講座                     コ ーディネーター

3日 学齢思審覇ネッ トフォ中ラム

r患春期の理由をのりこえる」

障害のある子の思春期には、さまざまな葛藤が生じます。それを乗り越えることこそが発達の

原動力であることもあれば、そのつらさを支援し消去することが求められる場合もあります。こ

の分科会では、そうした思春期の葛藤に焦点を当て、いくつかの話題提供を基にしながら、その

意味や支援について討論したいと思います。

【司会】                       【 情報提供】

費永啓司 東 京学芸大学附鷹特別支援学校相談部    東 京都多陣 ・小平保健所 保 健師

【情報提供及び助言】                 東 久留米市立中学校 養 臣教輸

4.青 年・成人期ネットフォーラム

「成人期支援の現状一生活支援の重要性と際題』

地域での生活や就労が課題とされてきた成人期において、特に重要と考えられる生活支援に関

し、さまざまな角度から一緒に考えてみましょう。

【企画・司会】                  【 情報提供】        ｀

首野 教  東 京学芸大学教育察践研究支援センター   伊 藤 浩  社 会福祉法人試行会

春田明朗 明 治大学



参加申 し込み

申し込み書 備嗣じに必要事項をご記入の上、FAXまた1江メTル にてお申し込み下さい。

(1〕申し込み及び問い合わせ先
〒203-0004 東 京都東久留米市水川台 1-6-1

東京学芸大学附属特別支援学校

TEL  042-471-5274

FAX  042-471-5275

http://ns,yougo.u― gakugel.ac.jp

E‐matt net‐forum@yOugo.u‐gakugei.acttp

※お問い合わせについては、なるべくFAX、Eメールにてお願いします。

(2)申 し込み締め切り 2007年 10月 29日 (月)

(3)参 加費  無 料

※情報交換会については茶菓代 300円 をお願いします。

(4)交 通案内

ド舛次
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西武池袋線 東久留米駅 北 臼下率、徒 歩 7分

西武パ ス 東久留米駅 西 日、徒 歩 7分
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参加お申し込み FAX送 信票

送信日:平成  年   月   日   送 信枚数 計   枚 (この東を含む)

送信先 東 京学芸大学附属特劇支援学校  FAX 042-471-5275

*疑 問や話題にしたいこと等がございましたらご記入ください。
いっしょに考えていきましょう。

生活支援ネットワーク

【参加者お名前】

【参加ご希望のフォーラム】       【 情報交換会参加希望】

1(就 学準備期)2(学 齢児童期)  ・ 参加する   。 参加しない

3(学 齢思春期)4(青 年成人期)          ※ ○をおつけください。

【参加者お名前】

【参加ご希望のフォーラム】       【 情報交換会参加希望】

1(就 学準備期)2(学 齢児童期)  ・ 参加する   。 参加しない

3(学 齢思春期)4(青 年成人期)          ※ ○をおつけください。

【ご所属】 【電話 ・FAX番 号】

【ご住所】


